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AVF更新実施



AVF更新が実施され、

1Dee→2Deeへの変更など

大きな改造が施された



Deeの励振周波数が倍になり、共

振器及びアンプも新しいものに入

れ替えられた



RF波形の監視
AVFサイクロトロンは２台のRFアンプを有しており、それぞれの同軸管

上で進行波と反射波を監視している。RFシステムが異常状態に陥る直

前に、このRFの波形が目で見てわかるかどうかというレベルで、変化

が表れているであろうということを前提として、異常時直前の波形を検

知するシステムを検討した。

ここで、異常状態とはプレートク

ローバーなどのRF保護回路が作

動した状態を指す



RF信号の取得
RFアンプと共振器を接続する同軸管にある方向性結合器からピックアップされたRFの進

行波及び反射波をオシロスコープに取り込み、EPICS StreamDeviceによりwaveform 
PVとして取得する。



TensorFlowによる異常検知
約４０秒ごとに取得しているRF波形について、RF異
常直前の１０分をAnomaly、それ以外をNormalとラ

ベル付けして学習させた。

   Normal Data   : 36837,     Anomaly Data : 364 
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Normal状態の典型的波形と、Anomaly状態の典型的波形

反射波

進行波

利用した波形データ



異常発生前約５時間の波形状態の推移
学習に基づき、ある時点でのNormalに近いときは０、Anomalyに近いときは１を示す
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反射波のNormal状態の典型的波形と、Anomaly状態の典型的波形

FFTによる比較



進行波のNormal状態の典型的波形と、Anomaly状態の典型的波形

FFTによる比較
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まとめ

・RCNP サイクロトロン更新以降、加速器の安定運用のため、異常検知機構の構築に

取り組んでいる。

・今回、RFの異常発生を波形データから予測する機構をテストした。

・その結果、RFの異状が事前に検知しうる可能性が示された。

・高調波の寄生発振か何かを検知しているようにも見えるがはっきりしない。

・今後、異常検知の精度向上に向けて、最適なパラメータなどを模索する。


